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研究成果の概要（和文）：若年未婚女性のライフコース選択と仕事・結婚・子どもの価値の関連を検討した。面
接調査の結果、仕事や趣味を含めた自由の価値と、性別役割としての子育ての価値、結婚がもたらす幸せと大変
さと言う自分にとっての結婚の価値が、ライフコース選択である結婚意欲と関わることが示された。3つの価値
を含めた結婚イメージ尺度を作成し、それを左右する要因を検討した結果、結婚イメージは自己スキーマとして
の文化的自己観と関連し、それが結婚意欲に影響していた。個人主義的ライフスタイルの未婚女性にとって、相
互協調的自己観優勢の結婚生活は、幸せより自由の制約イメージが強いために、結婚意欲が低下するものと考察
された。 

研究成果の概要（英文）：We examined the life plans of young unmarried women and their relationship 
with the values of work, marriage, and children. The results of the interview survey indicated that 
the value of freedom, including work and hobbies, the value of child-rearing as a gender role, and 
the value of marriage in terms of the happiness and challenges it brings, were related to their 
willingness to marry, which is a part of their life plans. We created a marriage image scale that 
included these three values and examined the factors influencing it. The results showed that the 
marriage image was related to cultural self-construal as a self-schema, which in turn affected their
 life plans regarding marriage. For unmarried women with an individualistic lifestyle, it was 
considered that a marriage life dominated by an interdependent self-construal would lead to a lower 
willingness to marry due to the strong image of freedom constraints rather than happiness, impacting
 their overall life plans.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
家族形成に関する心理学的研究は極めて少ない。家族形成への社会的圧力が減り個人の人生の選択肢となった今
日、その動機づけに関する研究は重要性を増している。未婚化や少子化の要因として経済的問題がクローズアッ
プされる中で、結婚意欲の個人差を明らかにし、その個人差と結婚イメージという心理的要因との関連を示した
点に重要な意義がある。また自己スキーマとしての相互独立的自己観が幸せな生活イメージを左右することを示
した。個人主義的なライフスタイルが広がる一方で、今も家庭の中では相互協調性に基づく関係性が優勢であ
る。この文化のズレが、自由の制約イメージを強め結婚意欲低下の要因となることを指摘した。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１ 研究開始当初の背景   
(1)  ⽇本では少⼦化が急激に進んでいる。若年世代の⾮正規雇⽤の増加など、経済的脆弱
さに要因を求める議論が多く、⼼理学的研究はほとんど⾒られない状況であった。 

  晩婚化や未婚化と⼥性の仕事は密接な関連があると考えられる。⼥性の⾼学歴化や社会
進出が進み、⼥性も仕事での経済的⾃⽴と⾃⼰実現が可能になった。しかし結婚⽣活では、
従来と同じく、性別役割期待が期待される。さらに幼い⼦どもの⼦育てでは、今も、⺟親が
重要とされるなど、⺟親役割は結婚と分かち難い役割となっている。そのため、未婚⼥性は
ライフコース選択の際に、結婚、⼦ども、仕事について、それぞれのプラスとマイナスの価
値を総合的に考え、それが結婚に対する態度に影響しているものと考えられる。 

  2. 研究の⽬的   
 未婚⼥性のライフコース選択の規定要因を、仕事・結婚・⼦どもの価値から検討する。  
 3. 研究の⽅法   
(1) 未婚⼥性を対象とするインタビュー調査によって、ライフコース選択と関わる要因につ
いての仮説を⽣成する。   
その際、仕事の価値、結婚の価値、⼦どもの価値についてのインタビューを⾏い、それらの
価値とライフコース選択を結婚意欲として分析を⾏う。   
⾸都圏では個⼈主義化が顕著であることから、⾸都圏のみならず、地⽅の未婚⼥性からもデ
ータを収集する。   
(2) ⽣成した仮説について、量的調査による検証を⾏う。 
4. 研究成果 
(1)未婚⼥性における結婚イメージと個⼈⽬標と結婚希望時期の関連 ―結婚希望時期はど
う決まるのかー   
問題と⽬的 本研究では、未婚⼥性の結 婚希望時期が、結婚イメージおよび個⼈⽬標とど
のように関連するかについての調査を⾏う。 
⽅法  2018 年 8 ⽉から 2019 年 3 ⽉に、30 歳前後の未婚⼥性 10 名を対象に半構造的⾯接
調査を⾏なった。質問内容は、仕事の状況・⼦育て観・結婚意欲・交際相⼿などである。⾯
接により得られたデータは、M-GTA法を援⽤して分析を⾏なった。  
結果と考察   結婚観や⼦育て観を整理した結果、「幸せで楽しそう」というポジティブなイ
メー ジと、「⼤変なことが多い」というネガティブなイメージに分類された。また仕事や
ライフワー クの状況では、「やりがいや⽬標」「⾃分の適性」「ゆとりと忙しさ」「⼈間
関係」「将来の⾒ 通し」などのカテゴリーが抽出された。  
  結婚や⼦育てのイメージがポジティブな場合には、「⺟親と同じように結婚して⼦育て
したい」 など結婚意欲が⾼いが、ネガティブな場合には、「⼤変そうで、あれはやりたく
ない」「誰かが 育ててくれるなら結婚してもいい」など、結婚意欲が消極的で、結婚イメ



ージと結婚意欲との関 連が⽰唆された。 ⼀⽅、結婚希望時期については、結婚イメージや
結婚意欲だけでは決まらず、仕事やライフワ ークなど個⼈⽬標の状況との相互作⽤の結果
であることが⽰唆された。仕事の満⾜度が低く、⼦育てをライフワークと考える場合には、
結婚希望時期が早かった。  
(2)未婚者における結婚イメージ尺度作成の試み 
問題と⽬的 未婚⼥性のライフコース選択を結婚意欲として捉え、その規定要因としての結
婚イメージ尺度の作成を⾏う。 未婚⼥性の特徴を捉えるため、未婚男⼥を分析対象とする。  
⽅法 調査時期：2022 年 12 ⽉  に調査会社のモニターを対象に web調査を⾏った。 

調査対象：全国の 25歳から 39 歳までの未婚男⼥ 960 名を対象とした。 

結果と考察 結婚イメージ 14項⽬について因⼦分析（主因⼦法・プロマックス回転）を⾏
った。その結果、⾃由の制約、幸せな⽣活、性別役割の３因⼦が抽出された。 
Table1  未婚者における結婚イメージ尺度 

 
（３）未婚者と既婚者における結婚イメージの違い 
問題と⽬的 結婚が⼈⽣の選択肢となった今⽇、⼀定の収⼊がある層の結婚意欲は、接近―
回避モデルとして考えることができるのではなかろうか。すなわち、個⼈が結婚に持つイメ
ージが正の誘因か負の誘因かが、結婚意欲や結婚希望時期と関連すると考えられる。 
本研究では、結婚イメージ尺度(永久,2022)に⼦どもに関する項⽬を追加し、結婚意欲・結
婚希望時期の関連を検討し、未婚者と既婚者の未婚時点の結婚イメージを⽐較する。 
⽅法 2022 年 12 ⽉に, 調査会社に委託して全国の 25歳から 39 歳で年収 200万円以上の
未婚・既婚男⼥ 960 名を対象に web調査を⾏った。結婚イメージ尺度(7 件法)、The Marital 
Scalesから類似項⽬を削除した 20項⽬（５件法）、結婚意欲（1 したくないー５いずれはし
たい）、希望時期(するつもりはないー1 年以内)、フェイスシートなどである。 
結果と考察 ⼦どもに関する項⽬を追加した結婚イメージ尺度項⽬について因⼦分析を⾏
った結果、永久(2022) と同じく、⾃由の制約・幸せな⽣活・性別分業の 3 因⼦が得られた
（αは.89, .87, .63）。未婚者のみのデータについて、結婚意欲と結婚希望時期を⽬的変数、
年齢と結婚イメージを説明変数とする重回帰分析を⾏った結果、いずれも最⼤の要因は幸
せな⽣活イメージ、次いで⾃由の制約であった。また、5歳ずつの年齢群別に未婚者と既婚
者の未婚時点の結婚イメージを⽐較したところ、どの年齢群においても、未婚者の⽅が有意



に⾃由の制約イメージは⾼く、幸せな⽣活イメージは低かった。 
Table2 結婚意欲・結婚希望時期を⽬的変数       Figure1 結婚イメージの未既婚差 

 とする重回帰分析                             （既婚群は未婚時点のイメージ） 

 
以上の結果から、結婚⽣活イメージ尺度には⼀定の信頼性と妥当性があり、未婚者において
は、本⼈の結婚イメージが楽観的であるか悲観的であるかが、結婚意欲や結婚時期を左右し
ていると考えられる。 
(4) ⽂化的⾃⼰観が未婚者における結婚イメージに与える影響 ー⾃⼰スキーマとしての⽂
化的⾃⼰観と結婚イメージ 
問題と⽬的 職業を持ち個⼈主義的ライフスタイルを⾝につけた未婚⼥性は相互独⽴的⾃
⼰観が強まる⼀⽅、相互協調的⾃⼰観が優勢である⽂化は変化しにくく、結婚⽣活には依然
として関係性志向のイメージを持つため、結婚に幸せな⽣活イメージを持ちにくく、それが
結婚の回避動機となっているのではないだろうか。そこで本研究では、⽂化的⾃⼰観が結婚
イメージを媒介に結婚意欲に与える影響の検討を⾏う。 
⽅法 2022 年 12 ⽉に調査会社に委託し 25歳から 39 歳の未既婚男⼥ 960 名に web調査を
実施した。調査内容は⽂化的⾃⼰観尺度（⾼⽥・⼤⽊・清家,1996）、結婚イメージ尺度（永
久,2022）結婚意欲である。 
結果と考察 ⽂化的⾃⼰観の親和と順応は、未婚者が既婚者より有意に低かった。男⼥の
多⺟集団分析の結果、親和と順応と個の認識主張が幸せな⽣活イメージを媒介して結婚意
欲に正の影響を与えていた。⼀⽅親和と順応は⾃由の制約を介して結婚意欲低下の要因で
もあった。⺟親役割と独断性は⾃由の制約を介して結婚意欲を低下させていた。結婚意欲
は⾃由の制約以上に幸せな⽣活イメージから影響を受けていた。未婚⼥性の⾃由の制約イ
メージは⺟親役割からの影響が⼤きく、結婚意欲を左右する要因だった。 
 
Figure2   ⾃⼰スキーマとしての⽂化的⾃⼰観が結婚イメージと結婚意欲に及ぼす影響
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